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特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？
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広がる「子ども食堂」
　　　　　　　　～地域のつながりの場へ

最近、全国・県内でも「子ども食堂」が増えています。子どもの貧困対策として注目される子ども食堂ですが、食育や学
習支援、地域のつながりの場としても広がっています。

子どもがいる現役世帯の相対的貧困率
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経
済
的
な
事
情
等
に
よ
り
、
家
庭
で
十
分
な
食
事
が
と

れ
な
い
等
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
無
料
や
低
価
格
で
提
供
す
る

民
間
発
の
取
り
組
み
。
地
域
の
人
々
の
触
れ
合
い
の
場
と

し
て
も
、
全
国
各
地
で
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
十
分
な
栄
養
を
と
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
大
人
数
で
食
卓
を
囲
む
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
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近
年
、
日
本
で
は
子
ど
も
の
貧
困
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
、
平
均
的
所
得
の
半
分
未
満
で
暮
ら

す
「
相
対
的
貧
困
」
の
子
ど
も
の
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合
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２
０
１
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16･

３
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と
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去
最
悪
を

更
新
し
、
子
ど
も
の
６
人
に
１
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貧
困
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態
に
あ
り
ま
す
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ま
た
、「
ひ
と
り
親
世
帯
」
で
は
半
数

を
超
え
る
54･

６
％
が
相
対
的
貧
困
の
状

態
に
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
母
子
家
庭

は
、
非
正
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雇
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が
多
い
た
め
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貧
困
か
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抜
け
出
せ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
う

し
た
母
子
家
庭
の
貧
困
が
、
子
ど
も
の
貧

困
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
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「
子
ど
も
食
堂
」
で
は
、
食
や
学
習
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
貧
困

の
連
鎖
を
防
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
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率
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（
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協
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作
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民
の
年
収
の
中
央
値
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に
満

た
な
い
国
民
の
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指
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。
日
本
で
は
年
間

所
得
１
２
２
万
円
以
下
で
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れ
ば
「
相
対
的
貧

困
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　

子
ど
も
食
堂
と
は

　

日
本
で
の
貧
困
率
の
推
移 

～ 

こ
ど
も
食
堂
で
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ

学習支援
塾に行けないなど学習環
境のない子どもたちに日
常的な学習の場を提供

居場所づくり
「人とのつながり」によって
貧困を防ぎ、誰もが安心して
過ごせる居場所を提供

食の提供
育ち盛りの子どもたちに
栄養バランスのとれた食
事を提供

相談
問題を抱える子どもや親
の相談にのり、必要な支
援につなげる

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」

子ども食堂の

多様な役割



3
特
集　

広
が
る
「
子
ど
も
食
堂
」
〜
地
域
の
つ
な
が
り
の
場
へ

◆お子さんと何回か来られているお母さんに聞いてみました。

Q 実際に利用してみて、暮らしやお子様に変化はありましたか？ 

— 夫の帰りが遅く、いつも子どもと2人きりの食事で寂しいのですが、ここではにぎやかな雰囲気の
中で食事ができ、子どもも、みんなで食事をするのが楽しいようです。普段あまり食べないものでも
残さず食べてくれます。食事だけではなく、他のママたちと情報交換することができて嬉しいです。

Q 子ども食堂に興味を持っている方たちへメッセージを 

— はじめは、わたしたちも行っていいのかな？と戸惑いましたが、誰でも気軽に利用できると言われ
て、思い切って利用してみました。とても居心地がよく、子どもも私も、毎週楽しみにしています。

Q こども食堂を始めたきっかけは？

— 栃木県若年者支援機構ではこれまで引きこもり等の若者たちを支援してきました。日々若者の支援
を行う中で、もっと早い段階から、彼らをサポートできる場所があればと思いました。

Q これからの展望をお聞かせください。

— サマーキャンプなど、学習・食・体験の場も提供していきたいです。また、子ども食堂をはじめた
い方へのサポートも予定しています（2017年2月22日「こども食堂サポートセンター・とちぎ」を開
所）。本当に支援を必要としている人たちが来られるような子ども食堂を、各地域に増やしていきた
いです。

「子ども食堂」ってどんなところ？

昭和こども食堂　利用者の声

昭和こども食堂　代表　荻野　友香里さん　インタビュー

15：30〜

ボランティアが集まり、調理スタート。
食材のほとんどは地域の方やボランティアの寄付によるもの。用意されたレシピを
見ながら、育ち盛りの子ども達のために栄養満点の料理を作ります。
限られたスペースで20〜30人分の食事を作るため、ボランティアの
方たちは休むことなく調理をしていきます。

19：00〜

食事後は、子どもたちはキッズルームでボランティアと遊び、親は互いに育児の悩
みを共有・相談するなど、親同士・子ども同士の交流の場となっています。ボラン
ティアや様々な親子と交流する中で、いろいろな問題や困難を発見できることも。
本食堂は、食事提供の場だけでなく、地域とのつながりの場として、利用者はもち
ろん、ボランティアにとっても大切な居場所となっています。

18：00〜

昭和こども食堂オープン。利用者の方が続々と食事をしに訪れます。料金は、こど
も300円、大人500円です。支払いが困難な場合は無料とし、その分は寄付金で賄
います。栃木県若年者支援機構の学習支援教室で勉強を終えた子ども、母子家庭の
親子など、様々な人たちが食卓を囲みます。

　宇都宮市昭和で、一般社団法人　栃木県若年者支援機構の運営により毎週月曜日の夜に開催されている「昭和こ
ども食堂」を取材しました。（取材日2016年12月）
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④認定NPO法人とちぎ
ボランティアネットワーク
フードバンク宇都宮◆
宇都宮市塙田2-5-1　共生ビル3階

受付時間：火曜日〜土曜日　10:00〜18:00
ＴＥＬ：宇都宮028-622-0021　大田原0287-48-6000 
　　　　日光0288-26-9605　那須烏山0287-88-2044
E-mail：tvnet1995@ybb.ne.jp
ＵＲＬ：tochigivnet.com

フードバンク宇都宮・大田原・日光・那須烏山など
の活動を通して生活困窮者への食品支援を行ってい
ます。特に学齢期にある低所得者母子家庭への継続
的な食品支援と困りごと相談に力をいれています。

⑦きりふりコイコイ食堂★
（元・日光こども食堂～まんまる
笑顔のみんなのおうち～）
日光市所野1541-50 

開催日時：不定期金曜日　11:00〜13:00
ＴＥＬ：0288-25-7021
E-mail：ouchi.nikko@gmail.com
ＵＲＬ：https://moh-moh.jimdo.com/こども食堂/
参加費：‌�こども 300円　中学生から500円（1日10名まで）

経済的理由などで食事が摂れない子どもたちに、温かいご飯と
居場所を提供する「日光・こども食堂」からスタート。現在で
は「きりふりコイコイ食堂」と名前を変更し、地域の老若男女
どなたでも気軽に参加できる食堂として活動しています。

⑨こどもクラブ「シリウス」◆
小山市神鳥谷（ヒトトノヤ）931−3
小山市役所神鳥谷庁舎2階

受付時間：月曜日〜金曜日　10:00〜16:00
ＴＥＬ：0285-24-5192 
ＵＲＬ：http://www.survivalnetlife.org/

女性の人権を守るという視点にたち、女性と子ども
の支援活動を行っている、小山のサバイバルネット
・ライフが運営するこどもクラブ。食事の提供、入
浴支援などの暮らしのサポートの他、女性のための
相談やカウンセリング、支援を必要としている女性
とこどものための夏合宿なども行っています。

⑤がじゅまるの家★
足利市伊勢町1-2-7 

開催日時：毎月第3木曜日　17:30～20:00 
ＴＥＬ：090-5443-0860　 
E-mail：medical-sp@nifty.com 
ＵＲＬ：http://blog.goo.ne.jp/big-tree-2015 
参加費：こども　無料　　16歳以上 500円

「NPO法人　青少年育成サポート」が運営する子ど
も食堂。心の相談・子ども育成支援・いじめ問題・
薬物問題・家族問題など、飲食業だけではなく、子
ども育成にも力を入れています。

①②
③④

⑤
⑥

⑨

⑩

⑫⑬

⑦
⑧

⑪

⑩キッチンとまと★
大田原市中央1-3-15
トコトコ大田原2階　親子ふれあいキッチン 

開催日時：第2、第4土曜日(月2回)　 午前11時～午後4時
　　　　　（食事時間：12時～13時頃） 
ＴＥＬ：090-4741-1686（永森）　 
参加費：こども 200円　大人 300円

大事にしたい「家庭の味」を伝えるために子どもた
ちも参加して、みんなで楽しく作って楽しく食べて
います。いろいろな事情を抱える子どもの居場所。
学習支援も行います。フードバンク大田原も食材提
供と運営支援をしています。

⑥こども食堂ひまわり★
栃木市城内町2-17-23 
特別養護老人ホーム蔵の街ひまわり内 

開催日時：毎月第２土曜日　8:00～17:00 
ＴＥＬ：0288-21-8807・21-8808 
E-mail：sweethome-kura@eagle.ocn.ne.jp 
参加費：300円

子どもたちを地域のネットワークで支え、安心して
過ごせる居場所の一つとして開設。 手作りの温かい
食事と遊び、そして子どもたちの学習の不安を解消
すべく栃木市内の諸団体の協力のもと、小・中学生
を対象に支援を行っています。

⑧NPO法人「だいじょうぶ」◆
日光市今市1659-10
子どもと親の相談室内 

受付時間：毎週月曜日〜金曜日　9:00〜17:00
ＴＥＬ：0288-21-2119　
E-mail：hope@npo-daijobu.com
ＵＲＬ：http://npo-daijobu.com/index.html

虐待や貧困、親の病気などで安心して生活できない
子どもと家庭に寄り添います。相談事業を中心に、
育児や家事の訪問支援を行ったり、居場所「ひだま
り」では、子どもたちを放課後あずかり、温かい食
事や洗濯、入浴などの支援をしています。

全国的に広がりを見せている子ども食堂ですが、自分の住む地域には子ども食堂がなく、行きたくても行けないという子ども達もいます。子ども食
堂には、ボランティア、寄付、運営と多様な関わり方があります。子どもたちの居場所が各地域に増えるよう、支援を始めてみませんか？　
子ども食堂の運営や詳しい情報についてはこちら→「こども食堂ネットワーク」　URL：http://kodomoshokudou-network.com/

①昭和こども食堂★
宇都宮市昭和2-7-5
しごとや２階

開催日時：毎週月曜　18:00〜20:00
ＴＥＬ：028-678-4745
ＵＲＬ：https://syowa-kodomo.jimdo.com
参加料：こども300円（中学生まで）大人500円
※お支払いが難しい方はご相談ください。カラフル券あります。

一般社団法人栃木若年者支援機構運営のこども食堂
です。子どもたちが地域の中で育つ居場所の一つと
して子どもから大人まで利用したり、ボランティア
に来る若者の体験の場としても活用しています。

②みねこども食堂★
宇都宮市峰3-31-48
ドリームシティーヒロ　１階

開催日時：毎週月曜日～金曜日 15:00～21:00 
ＴＥＬ：080-3454-0141 
参加費：小学生50円、大人200円。要連絡。

宇都宮大学まなびの森保育園園長で市議の金崎芙美
子さんの呼び掛けで、市内の保育関係者や地域住民
が運営委員会を組織し開設した「みねこども食堂」。 
平日毎日開き、手作りの夕食を提供。食事のほか、
学習や洗濯支援、入浴にも対応しています。 
＊子どもたちと一緒に、地域の方々もご利用いただ
いておりますので、ぜひ一度お越しください。

県内の子ども食堂と
支援団体　紹介

★・・・子ども食堂

◆・・・支援団体

※パルティでH28.12.1現在で把握できた団体のみ掲載

③はぐくみ食堂（ここからいふ広場）★
宇都宮市雀の宮４-26-52

開催日時：毎月第1〜第3木曜日 17:00〜20:00
ＴＥＬ：028-688-8946
E-mail：info@cocokalife.com
ＵＲＬ：http://cocokalife.com/
参加料：こども 300円　未就学児 無料（カンパ）
　　　　おとな 1000円 （65才以上 600円）

はぐくみ食堂では、子育て中のママたちが、安心し
て子連れでご飯を食べに来ることができる居場所で
あること、化学調味料不使用の自然食品、オーガ
ニック食品などで、安心・安全な食事提供をするこ
とを大切にしています。（アレルギーにも対応してい
ます）

⑪NPO法人キッズシェルター
おひるごはんの会★
那須塩原市高柳２-121

開催日時：毎週土曜日　11:30～13:30
　　　　（夏休み等の長期休暇は土曜日と水曜日）
ＴＥＬ：090-7193-2450（代表：森田）
E-mail：kids-shelter@tiara.ocn.ne.jp
ＵＲＬ：http://www.keitsx.com/k_shelter/index.html
参加費：無料

虐待の予防活動を含んだ子育て支援活動として、西
那須野ロータリークラブの協力を得て開設し、食材
等の提供を受け、地域のボランティアの協力で、お
昼ご飯つき子どもの居場所（こども食堂）を行ってい
ます。地域の人と一緒に食べることによって孤立し
た子育てから、繋がりを作りたいと思っています。

⑫Makanaこども食堂★
河内郡上三川町上三川5067-12

（上三川の家）

開催日時：毎週水曜日・金曜日　17:00〜20:00
ＴＥＬ：090-3245-5243（担当：菊地）
E-mail：makana.kaminokawa@gmail.com
ＵＲＬ：http://makanakaminokawa.wixsite.com/makana2015
参加費：幼児無料　こども300円（小学生〜中学生）　大人500円

県内でいち早くオープンしたこども食堂。親子で楽しめる
イベントや子どもたちが成長できる居場所。料理に使用す
る調味料は、化学調味料無添加、食物アレルギーにも対応
しています（事前にお問い合わせください）。キッズコー
ナーもありますので、食後は子どもたち同士で 楽しく遊
べます。その間、大人同士のんびり会話を楽しめます。

⑬Ozeこども食堂・学習広場★
下都賀郡壬生町幸町3-3-8

開催日時：毎週月曜日・木曜日 17:00～20:00 
ＴＥＬ：0282-28-6740 　　
E-mail：frank8341des@gmail.com 
ＵＲＬ：http://www.safety-life.or.jp/ 
参加費：こども 無料　大人 300円
 　　　　(1日最大20食を用意しております。)

NPO法人 セイフティライフ運営のこども食堂。子ど
もたちの居場所作り、みんなで楽しい食事、無料イ
ンターネット学習などを行っています。 子ども1人
でも来られる安心かつ低額料金のお店です。食を通
じていろいろな環境の人と出会い仲良くなれる居場
所作りを心掛けています。
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身近で感じるジェンダー問題に
関する展示

教育・福祉・働き方・子育て等の
国際比較発表

選挙に関するさまざまな問題点を
考察

「自治会長」をめぐる、ある家庭の
日常の１コマから～寸劇発表

子育て支援団体によるフェスタ
当日の託児

となりのグランマ

ゆう企画

自分力アップ「和み」

とちまるくんも会場に来てくれ
ました！

「クオータ制度」についてのまとめ
と展示

松ぼっくりを使ったクリスマス
ツリー作り

初茜

とちぎつばさの会

ラ・ポリティクスとちぎ

県内の女性の活躍推進・協賛企業
の展示

日本女性会議についてのまとめと
発表

紙コップを使った「myけん玉」作り

ちゅうりっぷ「宇都宮市
家庭教育オピニオンリーダー会」

栃木県女性団体連絡協議会

次世代2011チョコット

「イクメン応援CM」アンケート
に答えた方に、イクメングッズを
プレゼント

　
11
月
19
日
（
土
）
「
か
え
る
、
さ
さ
え

る
、
つ
な
が
る　

〜
み
ん
な
の
笑
顔
へ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ェ
ス
タ 
in 
パ
ル

テ
ィ 

２
０
１
６
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
パ
ル

テ
ィ
を
拠
点
に
県
内
で
元
気
に
活
動
す
る

44
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
発
表
や
展

示
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
昔
な
が
ら

の
遊
び
や
お
も
ち
ゃ
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
作
り
雑
貨
、
男
性
陣
が
腕
を
ふ
る
う
男

の
焼
き
そ
ば
や
手
作
り
フ
ラ
イ
ド
・
ポ
テ

ト
、
他
に
も
お
弁
当
、
パ
ン
、
焼
き
菓
子

な
ど
の
販
売
、
県
内
で
女
性
の
活
躍
推
進

に
取
り
組
む
企
業
の
紹
介
、
イ
ク
メ
ン
応

援
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
多
彩
な
企
画
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
が
交
流
を
深
め
、
元
気
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
フ
ェ
ス
タ
と
な
り
ま
し

た
。

「かえる、ささえる、つながる　〜みんなの笑顔へ〜」
フェスタ in パルティ2016を開催しました

男女共同参画を考える！発表や企画

子育て支援の発表・展示・体験

パルティコーナー
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8/26
①公開講座

7/29

1～2月

②トップ
セミナー

（経営者等対象）

6/17～
6～11月

⑥女性の
キャリアアップ
支援講座

7/9～

12月
2月

⑧男女共同
参画地域活動
推進講座

7/9～
⑩とちぎウーマン

応援塾

⑨とちぎ女性
地域交流会
＠県北・県南

⑦女性活躍
ネットワーク事業
＠真岡・佐野・宇都宮

⑦女性活躍
ネットワーク事業
＠真岡・佐野・宇都宮

③働き方見直し
アドバイザー
養成講座

④仕事と介護の
両立応援講座
＠県北・県南

とちぎ女性チャレンジ
応援事業

企業の女性活躍・
働き方改革推進

仕事と介護の
両立支援

女性の就業・
起業支援女性のキャリア

アップ支援

様々な分野の
女性の活躍を支援

TOCHIGI
で輝く☆
働くウーマン
プロジェクト
2016

⑤とちぎ
女性就労
支援事業

New

New

New

New

8月

とちぎ女性活躍推進プロジェクト 女性の活躍がTOCHIGIを
もっと元気にする！！

　

多
様
な
働
き
方
や
女
性
活
躍
推
進
へ
の
理
解
が
広

ま
り
つ
つ
あ
る
今
、
地
域
や
会
社
で
も
若
者
や
女
性

の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
、「
老
若
男
女
一
人
ひ
と
り

が
性
差
に
関
係
な
く
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
」
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
た
片
山
さ
ん
。
そ
の
実
現
に
は
、

男
性
に
本
質
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
近
道
で
あ

る
こ
と
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
共
通
理
解
を
持
ち
地

域
で
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
知
事
時
代
に
、
女
性
が
務
ま
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
た
財
政
課
の
労
働
環
境
を
改
善
し
た

例
を
紹
介
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
性
別
に
関
係
な
く
担

え
る
よ
う
、
役
所
や
企
業
の
中
枢
か
ら
変
え
て
い
く

べ
き
だ
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
家
庭
で
の

ゴ
ミ
出
し
当
番
や
、
お
子
さ
ん
の
入
浴
方
法
な
ど
、

片
山
さ
ん
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
子
育
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
。
子
ど
も
に
も
地
域
や
家
庭
の
役

割
を
シ
ェ
ア
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
話
さ
れ
る
と
、

大
き
く
う
な
づ
く
来
場
者
も
多
く
、
会
場
全
体
で
課

題
を
共
有
し
、
理
解
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
「
経
験
を
例
に
挙
げ
て
説
明
さ

れ
た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」、「
男
女
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
や

家
庭
で
の
活
か
し
方
も
学
べ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

▲‌�男女共同参画への共通理解を
持ち、地域で実践を！

　
平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
「
と
ち
ぎ
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　
「
と
ち
ぎ
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
T
O
C
H
I
G
I
で
輝
く
☆
『
働
く
ウ
ー
マ
ン
』
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
承
し
つ
つ
、
連
携
体
制
を
強
化
し
、
取
り
組
み
内
容
の
充
実
を

図
っ
た
も
の
で
す
。

　
誰
も
が
自
ら
の
希
望
に
応
じ
た
形
で
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
が
で
き
る
、

働
き
や
す
い
職
場
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
企
業
や
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

と
ち
ぎ
の
女
性
を
応
援
す
る
様
々
な
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
女
性
活
躍
応
援
団
の
設
立
に
伴
う
「
と
ち
ぎ
女
性
活
躍
応
援
団
キ
ッ
ク
オ

フ
大
会
」
の
開
催
、
女
性
経
営
者
や
キ
ャ
リ
ア
の
先
輩
な
ど
を
講
師
に
迎
え
た
セ
ミ

ナ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
講
座
な
ど
、
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
財
団
、
経
済
団
体
、
金
融
機

関
、
教
育
機
関
な
ど
と
連
携
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
ま
し
た
。

公開講座
「希望のもてる未来へ　男女共同参画による地域づくり」

講師：慶応義塾大学法学部教授
　　　元総務大臣　前鳥取県知事　片山　善博 さん
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こ
の
事
業
は
、
工
業
団
地
等
で

働
く
業
種
、
年
齢
、
経
験
年
数
や

職
位
の
異
な
る
女
性
同
士
が
交
流

し
、
情
報
交
換
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
る
も
の
で
、

栃
木
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と

連
携
し
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
宇
都
宮
市
、

佐
野
市
、
真
岡
市
の
３
ヶ
所
の
工

業
団
地
で
、
各
５
回
、
交
流
会
や

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ス
マ
イ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の

小
林
里
江
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
、
参
加
者

自
ら
設
定
し
た
職
場
環
境
の
改
善

等
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
毎
回
活
発

に
意
見
交
換
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
同
じ
団
地
内
で
働
い
て
い
て
も

交
流
の
少
な
か
っ
た
参
加
者
た
ち

で
し
た
が
、「
他
企
業
で
働
く
女

性
も
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
と

知
り
、
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
」

「
他
企
業
で
の
取
組
が
参
考
に

な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
働

く
こ
と
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
今
回

で
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ぜ
ひ
継

続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

とちぎ女性活躍応援団に
登録しませんか？

栃木県庁イクボス宣言

　女性の活躍や働き方改革に一緒に取り組んでいた
だける県内所在の企業・団体を募集しています。
　詳しくは、とちぎの女性活躍応援サイト「とちぎ
ウーマンナビ」内の、とちぎ女性活躍応援団のペー
ジをご覧ください。

　※登録は　とちぎウーマンナビ　で検索

　　あるいは、右のＱＲコードからアクセス！

　翌日15日には、「とちぎ女性活躍応援団」の設立を
受け、福田知事と県幹部職員による「栃木県庁イク
ボス宣言」が行われました。福田知事らは、宣言書

に署名し、「仕事と家庭の両
立を応援するイクボスにな
ること」「県内の企業や団
体にイクボスを増やすため
積極的な働きかけをするこ
と」などを宣誓しました。

女性活躍ネットワーク事業

９月

９月

６～11月

　

９
月
14
日
、
知
事
を
ト
ッ
プ
と
し
た
オ
ー
ル
栃
木
体
制

で
女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
「
と
ち
ぎ
女
性
活
躍
応
援

団
」
が
設
立
さ
れ
、
設
立
を
記
念
し
て
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
大
会
の
冒
頭
で
「
女
性
の
活
躍
を
促
進
し
、

す
べ
て
の
県
民
が
い
き
い
き
と
輝
く
、
暮
ら
し
や
す
い
社

会
を
実
現
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
た
め
に
は
、
企

業
や
団
体
、
行
政
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
連
携
し
て
機

運
を
醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
全
員
で
応
援
団
「
行
動
ア
ピ
ー
ル
」

の
唱
和
や
、
女
性
の
活
躍
や
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
講

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

「
女
性
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
„
と
ち
ぎ
＂
」
の
実

現
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲応援団「行動アピール」を全員で唱和

▲議論が飛び交ったパネルディスカッション

▲�「イクボス宣言」を行った知事と
県幹部職員

※イクボスとは？　部下のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両立）を考
え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果も出しつつ、
自らも仕事と私生活を楽しめる上司（経営者・管理職）のことをいいます。

とちぎ女性活躍応援団　キックオフ大会
～オールとちぎで未来を変える～
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７
月
９
日
に
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
と
ち
ぎ

ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
（
全
６
回
）」と
「
男
女
共
同
参

画
地
域
活
動
推
進
講
座
（
全
４
回
）」の
受
講
報
告

会
・
交
流
会
を
、
10
月
22
日
に
合
同
開
催
し
ま
し

た
。
お
互
い
の
講
座
の
学
び
を
共
有
し
、
刺
激
し

合
う
こ
と
で
今
後
の
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
、
市

町
関
係
者
と
の
繋
が
り
を
強
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
に
よ
る
講
座
概
要
報
告
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
講
座
受
講
者
か
ら
各
２
名
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
い
」、「
様
々
な
こ
と
を
学
び
地
域
に
還
元
し
た

い
」
と
い
っ
た
熱
い
参
加
動
機
の
他
、「
地
域
の
中

で
人
と
繋
が
る
事
が
、
自
分
の
や
り
た
い
事
を
進

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
」、「
仲
間
づ
く
り
が
町
づ

く
り
に
繋
が
る
」
と
い
っ
た
講
座
を
受
講
し
て
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
大
志
を
叫
べ
！
」
と
題
し
て
、
受
講

生
全
員
が
、
今
後
の
目
標
や
地
域
活
動
へ
の
思
い

を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、
宇
都
宮
大
学
准
教
授
の
石
井
大
一

朗
さ
ん
、
有
限
会
社
フ
ェ
ー
ド
イ
ン
代
表
の
工
藤

敬
子
さ
ん
、
和
田
栃
木
県
県
民
生
活
部
長
か
ら
、

受
講
生
の
今
後
の
活
動
に
対
す
る
期
待
と
と
も

に
、
温
か
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
受
講
生
や
関
係
者

を
交
え
て
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
地
域
活
動
に
向

け
た
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
話
題
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
多
い
に
盛
り
上
が
り
、
有
意
義
な
報
告

会
・
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

7～3月

10月

とちぎ女性就労支援事業　　パルティチャレンジショップ

「とちぎウーマン応援塾」「男女共同参画地域活動推進講座」 報告会・交流会

▲活発な交流が行われました！▲報告に真剣に耳を傾ける受講生たち

　
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
28
年
度
よ
り
女
性
活
躍
推
進
の
一
環
と

し
て
、
「
自
分
の
お
店
を
持
っ
て
商
売
を
し
て
み
た
い
！
」
と
い
う
夢
を
持
つ
方
や
、

起
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
女
性
の
た
め
、
実
践
を
学
ぶ
場
と
起
業
に
必
要
な
情
報
等

を
提
供
す
る
支
援
を
行
う
た
め
の
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
開
設
期
間
は
平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
、
レ
ス

ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
２
区
画
に
分
け
、
１
期
を
３
ヶ
月
間
と
し
て
、
６
名
の
女
性
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
着
物
・
古
布
な
ど
を
リ
メ
イ
ク
し
た
お
し
ゃ
れ
な
シ
ョ
ッ
プ
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
工

房
）
、
丸
太
に
囲
ま
れ
た
自
然
派
カ
フ
ェ
（M

A
RU

TA
 cafe

）
、
木
育
を
テ
ー
マ
に

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
（
木
育
カ
フ
ェH

O
N

TEN

）
、
木
育
エ
コ

雑
貨
・
手
作
り
品
の
販
売
、
ア
ロ
マ
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
（m

orisam
a

）
な
ど
、
順
次

特
色
の
あ
る
様
々
な
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
。
お
店
を
訪
れ
た
人
は
、
そ
の
様
々
な
商

品
や
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
、
そ
し
て
各
出
店
者
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
女
性
た
ち
か
ら
は
、
「
将
来
の
起
業
に
向
け
て
の
参
考
と
な
っ

た
」、「
商
売
の
大
変
さ
が
身
に
染
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
等
、
実
際
に
営
業
を
体
験
し
て
得
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
今
後
も
女
性
の
起
業
を
後
押
し
す
る
有
効
な
機

会
の
提
供
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
女
性
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▲賑わう店内の「木育カフェHONTEN」

▲癒しの個室空間「morisama」
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と 12月２月 とちぎ女性地域交流会メイクアップ健康法とスキンケア

～心身共に充実した日々のために～

女性のキャリアアップ支援
　　　キャリア・マネジメント講座
　　　　　　　　　　　女性活躍推進企業を見学してきました！　

9〜10月

▲�企業の取組に耳を傾ける受講生たち

▲�意見交換会の様子

▲様々な意見が飛び交い、会場を賑わせました！

▲受講生全員でツボ押しを実践しました！

　

企
業
等
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
女
性
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
意

識
改
革
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
本
講
座
。
今
年

度
は
初
の
試
み
と
し
て
、
県
央
・
県
南
の
受
講
生
た
ち
が
実
際
に
女
性
活
躍

を
推
進
さ
れ
て
い
る
企
業
を
訪
問
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
べ

く
、
県
内
企
業
２
社
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
見
学
し
た
の
は
、
日
産
自
動
車
株
式
会
社
栃
木
工
場
で
す
。
男

性
が
多
い
職
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
自
動
車
業
界
で
女
性
管
理
職
の
割
合

が
9.1
％
（
２
０
１
６
年
４
月
時
点
）
と
い
う
日
産
で
は
、
専
門
の
組
織
を
作
っ

て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
在
宅
勤
務
制
度
の
活
用
や
、
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
と
し
て
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
社
員
そ

れ
ぞ
れ
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
得

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

続
い
て
見
学
し
た
の
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
シ
ー
ボ
ン
生
産
セ

ン
タ
ー
で
す
。
勤
務
す
る
多
く
が
女
性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
女
性
が
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特

に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、「
シ
ー
ボ
ン
．
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
デ
イ
」
で
す
。
女
性
が

働
き
や
す
く
、
家
族
を
大
切
に
す
る
職
場
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
目
的
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
員
が
そ
の
家
族
に
対
し
、
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
育
児
や
出
産
を
経
験
し
て
い
な
い
社
員
が
家
族
ぐ
る
み
で
参
加

し
た
先
輩
や
同
僚
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
気
付
き
が
得
ら
れ
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
受
講
生
か
ら
は
、「
多
く
の
女
性
活
躍
に
対
す
る
取
り
組
み
が
聞
け

て
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
」
、「
実
際
に
現
場
で
働
い
て
い
る
方
と
の
意
見
交
換

会
は
有
意
義
な
時
間
で
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　（12月20日　小山市 / 12月21日　那須塩原市）
コーディネーター：白鷗大学教授　堀　眞由美さん

講師：株式会社シーボン取締役兼執行役員
三上　直子さん

　

地
域
活
動
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
、
な
か
な

か
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
女
性
を
対
象
に
、
気

軽
に
交
流
し
合
え
る
場
を
提
供
し
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
県
南
会
場

と
県
北
会
場
の
２
ヶ
所
で
、
と
ち
ぎ
女
性
地
域

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
白
鷗
大
学
教
授
の
堀
眞
由
美
さ
ん
の『
再
キ
ャ

リ
ア
戦
略
』と
題
し
た
講
話
の
後
、
各
会
場
３
名

ず
つ
、
起
業
や
子
育
て
支
援
、
防
災
な
ど
地
域

で
活
動
し
て
い
る
方
に
よ
る
事
例
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
堀
さ
ん
や
報
告
者
の
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の

交
流
会
（
女
子
会
）
を
実
施
。
参
加
者
か
ら
は

「
先
生
方
の
話
は
、
と
て
も
楽
し
く
、
良
い
刺

激
を
受
け
ま
し
た
」「
色
々
な
方
々
と
知
り
合

い
、
様
々
な
話
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時

間
で
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

化
粧
は
、
た
だ
外
面
を
美
し
く
見
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、
老
化
現
象
の
原
因

と
な
る
活
性
酸
素
を
減
少
さ
せ
た
り
、

科
学
的
に
ス
ト
レ
ス
を
減
少
さ
せ
た
り

と
い
っ
た
、
心
理
的
・
身
体
的
に
も
高

い
効
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。
前
半
は
、

紫
外
線
と
日
焼
け
止
め
の
仕
組
み
・
塗

り
方
の
注
意
点
な
ど
、
紫
外
線
か
ら
正

し
く
肌
を
守
り
老
化
を
防
ぐ
た
め
の
知

識
を
学
び
、
後
半
は
鍼
灸
師
の
方
か

ら
、
老
廃
物
排
出
を
促
進
す
る
美
肌
の

ツ
ボ
と
、
花
粉
症
に
効
く
ツ
ボ
押
し
の

実
践
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
手
入
れ
は
何
歳
か
ら
で
も
遅
く
な
い

と
い
う
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」

「
自
分
で
も
出
来
る
技
術
が
学
べ
た
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



１月

11月
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と

パルティキャリア塾
仕事に生かす！アドラー心理学 〜勇気づけセミナー

講師：アドラー心理学　勇気づけリーダー　産業カウンセラー　北村　優子さん

女性への暴力を考える講演会
『これってＤＶ？ノーと言えるための基礎知識
　　　　　　　　　　～「ブラック彼氏」を見抜くポイント～』
　　　　講師：弁護士法人フラクタル法律事務所　代表弁護士　堀井　亜生　さん

▲�男女問題のスペシャリスト堀井弁護士

▲�講師：北村　優子さん

▲�堀井弁護士の講演を真剣に聞く受講生の
みなさん

▲�失敗や欠点を、視点を変えてチャンスや
長所に変える「リフレーミング」をグルー
プでシェア

　
11
月
12
日
〜
25
日
の
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
に
あ
わ

せ
て
、„
女
性
へ
の
暴
力
を
考
え
る
講

演
会
＂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
活
躍
中
の

弁
護
士
、
堀
井
亜
生
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
多
数
の
離
婚
事
件
を
取
り
扱
っ
た

経
験
を
も
と
に
平
成
27
年
10
月
出
版
し

た
「
ブ
ラ
ッ
ク
彼
氏
〜
恋
愛
と
結
婚
で

失
敗
し
な
い
50
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
中
身

に
も
触
れ
な
が
ら
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
見
そ
う
で
は
な
い
の
に
、
結
婚
し
た
ら
Ｄ
Ｖ
を
す
る
よ
う
に
な
る
人

の
こ
と
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
彼
氏
」
と
名
付
け
、
相
手
を
見
抜
き
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
し
よ
う
と
い
う
話
で
、
こ
れ
ま
で
多
か
っ
た
「
Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
対
処
療
法
で
は
な
く
、
予
防
の
観
点

か
ら
の
講
演
は
新
鮮
で
あ
り
、
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
当
事
者
た
ち
を
知
る
講
師
か
ら
は
、„
Ｄ
Ｖ
被
害
者
本
人
は
意
外

と
被
害
認
識
が
薄
い
＂、„
嫌
い
な
夫
と
離
婚
し
た
い
か
ら
、
わ
ざ
と
殴
ら

れ
よ
う
と
考
え
る
人
が
い
る
＂
な
ど
の
現
状
が
紹
介
さ
れ
、
被
害
者
も
加

害
者
も
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、
社

会
全
体
で
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
の
わ
か

り
や
す
い
講
演
に
よ
り
、
参
加
者
は

テ
ー
マ
に
あ
る
„
基
礎
知
識
＂
を
十

分
に
習
得
さ
れ
た
よ
う
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
９
割
近
い
高
い
満
足
度

と
な
り
ま
し
た
。

　

失
敗
し
て
し
ま
っ
た
時
や
劣
等
感
を

持
っ
た
時
、
人
は
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

原
因
を
追
究
し
た
り
、
自
分
を
責
め
た
り

し
ま
い
が
ち
。
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
は
、

過
去
で
は
な
く
未
来
に
向
か
っ
て
自
分
に

何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
前

向
き
に
な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
よ
り
前
向
き
な
未
来
を
選
択
す
る
た
め

に
は
「
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
も
い
え
る
「
勇
気
づ
け
」
を
持
つ
こ
と
が
重

要
。「
勇
気
づ
け
」
は
、「
困
難
を
克
服
す
る
た
め
の
活
力
を
与
え
る
も
の
」

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
会
社
や
家
族
な
ど
、
自
分
が
属
し
て
い
る
社
会
か
ら

共
感
・
信
頼
・
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
二
日
間
の
講
座
を
通
し
、

　

‌�

◇
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
◇
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
行
動
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
目
的　
◇
人
生
の
課
題
に

つ
い
て
、
誰
の
課
題
な
の
か
分
け
て
考
え
る
こ
と
の
必
要
性　
◇
イ
ラ
イ

ラ
し
た
時
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
の
感
情
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
大
切
さ　

◇
失
敗
だ
け
に
目
を
向
け
ず
視
点
を
変
え
て
み
る

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
に
も
相
手
に
も
「
勇
気
づ
け
」
を
与
え
ら
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
体
感
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
一
緒
に
学
ん
だ

仲
間
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
多
く
の

学
び
が
あ
っ
た
」
「
仕
事
に
生
か
せ

る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
講
座
と

な
り
ま
し
た
。
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講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と
・
ち
い
き
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｕ
ｐ
！

「ワーク＆ライフ　デザインブック」を
 配布しています！

めざせカジダン！

　
12
月
４
日
、
宇
都
宮
大
学
で
第
11
回
Ｓ

−

Ｐ
Ｅ
Ｃ
講
演
会「『
性
の
多
様
性
』

を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
団
体
の
Ｓ

−

Ｐ
Ｅ
Ｃ

は
、
性
同
一
性
障
害
（
性
別
違
和
）
の
子
を
も
つ
親
た
ち
・
当
事
者
・
支
援

者
等
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
自
ら
の
性
に
違
和
感
を
持
つ
当
事
者
や
家
族
は
、
様
々
な
問
題
や
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
す
。
Ｓ

−

Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、
彼
ら
に
寄
り
添
い
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
多
様
な
「
性
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
社
会
全
体
へ
広
め
よ
う
と
、
講
演

会
や
交
流
会
、
相
談
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
代
表
の
佐
藤
さ
ん
は
、

「
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
活
動
が
進
ま
な
い
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
一
歩
で
も

半
歩
で
も
進
む
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て

も
生
き
や
す
い
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
願
い
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
設
立
10
周
年
を
迎
え
た
今
年
は
、
埼
玉
大
学
准
教
授
の
渡
辺
大
輔
さ
ん
を

迎
え
、
教
育
の
現
場
で
「『
性
』
の
多
様
性
を
ど
う
伝
え
る
か
」
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
、
自
分
で
も
無
自
覚
に
様
々
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
、
教
師
の
何
気
な
い
振
る
舞
い
や

言
動
が
、
「
性
」
に
つ
い
て
の
偏
見
を
子
ど
も
た
ち
に
植
え
付
け
て
し
ま
う

「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、「『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
や
『
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
派
）』

に
つ
い
て
だ
け
学
ぶ
、
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
欲
し
く
は
な
い
」
と
言
い
ま

す
。
「
性
的
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
多
数
派
）
で
あ
っ
て
も
、
多
種
多
様
に
存
在

す
る
『
性
』
の
中
で
は
一
種
類
に
す
ぎ
な
い
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
『
自
分
の
性
』
に
つ
い
て
考
え
、
学
ん
で
い

け
る
環
境
作
り
が
必
要
だ
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

第11回S−PEC講演会　「『性の多様性』をどう伝えていくか」

埼玉大学
基盤教育研究センター准教授
渡辺大輔さん

＜カンタンひとくふう＞
出来上がった卵焼きを斜めにカットし、
切れ目を合わせるとハート形に！

おススメ レシピ
10～12月、パルティの人気講座「男の生活工房」を開催！
第１回目「菜食健美のやさしい弁当」より、簡単レシピをご紹介します。

S-PEC
（http://s-pec.jimdo.com/）

＜S-PECとは＞
Sexuality Peace Equality 
Communityの略
LGBT等性的マイノリティ
の当事者とその家族・友人
による、すべての人にとっ
てより良い社会を目指す非
営利団体

講師：料理研究家　臼居　芳美さん

※‌�この日は、肉巻きおにぎりの他に、きんぴらごぼう（めんつゆで
炒めるだけ！）と卵焼きを作りました。

　
昨
年
６
～
７
月
に
実
施
し
た
「
ワ
ー

ク
＆
ラ
イ
フ　
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
が
冊

子
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
生
や
大
学
生
が
、
将
来
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
記
入
式

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
、
学
生
の
子
育
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
報
告
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
家
庭
の
両
立
ポ
イ
ン
ト
は
大

人
に
と
っ
て
も
読
み
ご
た
え
ア
リ
！

　
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
！

　

http://w
w

w
.parti.jp/

●材料●（約５人分）
・ご飯……………………… １合分
・豚肉………… 薄切りもも肉10枚
・サラダ油……………… 大さじ１
・焼肉のタレ…………… 大さじ４
・白ごま……………………… 適量

◆作り方◆
①炊き上がったご飯を１０等分の俵型に握り、肉で包む。
②‌�フライパンに油を熱して、肉の巻き終わりを下にして入れ、転が

しながら焼く。
③‌�肉全体に火が通ったら、焼肉のたれを加えて絡めながら焼き、

仕上げに白ごまを振る。

＊肉巻きおにぎり＊
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相
談
ル
ー
ム
か
ら

「
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
を
目
指
し
て
」

〜
『
ト
ラ
ウ
マ
』
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
〜

　
『
ト
ラ
ウ
マ
』
と
は
、『
精
神
的
外
傷
』
と

い
う
意
味
で
す
。『
ト
ラ
ウ
マ
』
体
験
と
な
る

出
来
事
に
は
、
事
故
や
災
害
、
犯
罪
被
害
、

虐
待
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
出
来
事
を
目
撃
す
る
こ
と
や
、
知
る
こ
と

で
も
『
ト
ラ
ウ
マ
』
体
験
に
な
り
ま
す
。『
ト

ラ
ウ
マ
』
は
、
目
に
見
え
ず
、
言
葉
に
な
り

に
く
い
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
し
も
危
機
的
な
出
来
事
に
あ
え
ば
、

心
身
に
影
響
が
出
る
の
は
当
然
で
す
。
問
題

な
の
は
、
安
全
や
信
頼
が
揺
ら
ぎ
、
今
ま
で

に
な
か
っ
た
よ
う
な
感
覚
や
感
情
に
悩
ま
さ

れ
、
生
活
へ
の
支
障
が
続
く
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
は
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、

自
分
で
何
と
か
し
よ
う
と
し
て
も
身
動
き
が

と
れ
ず
、
安
全
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。

　
本
来
、
人
に
は
困
難
に
立
ち
向
か
う
力
が

備
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
一
人
で
対
処

で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

時
に
は
、
誰
か
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
相
談
ル
ー
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持

つ
方
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
る
方
と
一
緒
に
考

え
、
そ
の
方
に
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
々
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
て
も
、
心
の

中
に
押
し
込
め
た
気
持
ち
を
話
す
だ
け
で
、

つ
ら
さ
が
和
ら
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
お
気
軽
に
相
談
ル
ー
ム
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
４

　
不
妊
治
療
の
う
ち
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
、
顕
微
授
精
）
は
健
康
保
険
が
適
応

さ
れ
ず
医
療
機
関
に
よ
っ
て
治
療
費
が
異
な

り
、
一
度
の
治
療
費
が
30
〜
50
万
円
と
高
額

で
す
。
ま
た
治
療
を
す
れ
ば
す
ぐ
に
妊
娠
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
何
度
か
治
療
を
繰
り
返

す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
セ
ン

タ
ー
に
は
、
「
仕
事
を
辞
め
て
治
療
に
専
念

し
た
い
が
治
療
費
捻
出
の
た
め
に
辞
め
ら
れ

な
い
」
「
治
療
を
続
け
た
い
が
経
済
的
に
あ

と
１
回
し
か
受
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
」
と

い
っ
た
費
用
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
治
療
費
に
対
し
て
は
、

平
成
16
年
か
ら
広
域
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

申
請
窓
口
と
し
た
国
の
公
的
助
成
が
開
始
さ

れ
、
申
請
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
か
ら
は
初
回
助
成
額
の
上
限
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
男
性
不
妊
の
手
術
に

対
し
助
成
額
の
上
乗
せ
を
開
始
す
る
な
ど
、

助
成
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

と
は
別
に
、
県
内
各
市
町
で
独
自
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
中
に
は
、
働
き
な
が
ら
不

妊
治
療
を
受
け
る
従
業
員
の
た
め
に
、
両
立

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
休
暇
・
休

業
制
度
を
導
入
し
た
り
、
治
療
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
治
療
費
の
一
部
を
保
障
す
る
保

険
の
発
売
を
開
始
し
た
保
険
会
社
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
不
妊
治
療
費
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
取
り
組
み
は
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
最

新
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
定
治
療
支
援
事
業
の
申
請
・
問
合
せ
先

住
所
を
管
轄
す
る
広
域
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

宇
都
宮
市
子
ど
も
部
子
ど
も
家
庭
課

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.pref.tochigi.lg.jp

）

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

 

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
～ 

不
妊
治
療
費
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
動
き
～

●
助
産
師
に
よ
る
相
談

　

‌�

火
曜
日
〜
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日 

　
10
時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時

＊‌�

専
門
医
師
に
よ
る
相
談
や
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

も
行
っ
て
い
ま
す

　
専
用
電
話
：
０
２
８

－

６
６
５

－

８
０
９
９

　
Ｅ
メ
ー
ル
相
談

　

�funin.fuiku-soudan@
parti.jp
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情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら

制作・配給：認定ＮＰＯ法人　ウイメンズハウスとちぎ

パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約20,000冊の図書があり、
ホームページからも検索・予約できます。
ぜひご利用ください。　http://www.parti.jp/

情報ライブラリー所蔵の映画や、女性監督作品、話題の映画などを紹介します。

　明治時代に極貧の生活を助けようとして海外に渡り売春婦として働いたか
らゆきさん、1980年代には海外の貧しい国から日本にやって来たジャパゆ
きさん。女性たちの生（いのち）は売られ続けてきた。そして、現代、性買
春の実態は見えにくくされ、女性の性は様々な仕組みで搾取されている。女
性運動家たちが闘いとった『売春防止法』制定から60年。女性の人権と暴力
被害者支援に取り組んできたウイメンズハウスとちぎの朗読・映像劇。
（このDVDはパルティのライブラリーで視聴できます。）

「私の生（いのち）はわたしのもの」2016年

こちらのＤＶＤは「女性の人権」「女性の暴力」な
どの講座の啓発資料や話題提供に使っていただ
ける朗読劇です。収益は暴力被害女性の自立支援
に使わせていただきます。購入を希望される方は
下記までご連絡ください。（上映権付￥5,000）

お問合せ先
ウィメンズハウスとちぎ事務局
TEL&FAX:028-621-9993
E-mail:uimens777@iris.ocn.ne.jp

徹底調査　
子どもの貧困が日本を滅ぼす

子どもを守る防災手帖

女性白書２０１６

イーラちゃんはおうさま

日本財団子どもの貧困対策チーム【著】

MAMA-PLUG 【著】

日本婦人団体連合会【著】

しまだ　ともみ【作】

（文藝春秋）

（KADOKAWA）

（ほるぷ出版）

（偕成社）

　6人に1人の子どもが貧困という日本社会。
　子どもの貧困は「かわいそう」などとい
う感情的な問題だけではなく、私たち一人
ひとりの生活を直撃する重大な社会問題な
のです。
　本書では、データ分析や国内外での取り
組み事例の紹介に加え、生活保護世帯、児童養護施設、ひとり親
家庭の当事者たちへのインタビューを収録。日本が取るべき対策
にまで踏み込んだ一冊。

　東日本大震災、熊本地震ほか、全
国各地で頻発する災害でママたちに
何が起こったか。
　被災ママの経験に学ぶ、子育て世
代に本当に必要な対策をこの1冊で!
書き込みながら備える、別冊ワーク
ノート付き!

　2016年版の女性白書では『一億総活
躍社会と女性』をテーマに、改めて女性
と平和、女性差別の現状をとらえ直しま
す。統計や各種資料も充実。

　イーラちゃんはあさからずっとイラ
イラ。「おへやをかたづけないと、お
やつぬき」ってママにしかられたんで
す。「あーあ、おうさまだったらそん
なことしなくていいのに。よし、お
うさまになっちゃおうっと!」そう、
イーラちゃんにはおうさまになったらやりたいことがやまほど
あったんです!　
　伸びやかな子どもの想像世界を軽快なテンポで楽しく描く。
元気はつらつで、ちょっときかんぼうな女の子のシリーズ。
　著者は日光市出身です。
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講
座
案
内

前期講座のご案内
平成29年度

　あなたの一歩が地域を変える！

●開催日・内容
① ７/15（土）　イマドキの男女共同参画　
② ９/ ９（土）　ファシリテーション
③10/ ７（土）　パルティ防災プログラムを体験　
④10/28（土）　シンポジウム・交流会
　※‌�人権・青少年男女参画課主催「男女共同参画地域活動表彰式」

と合同

●時　　間：13：00〜16：00
●会　　場：①④パルティ
　　　　　　②那須塩原市
　　　　　　③小山市
●対　　象：‌�男女共同参画地域推進員、地域で

男女共同参画を推進することに意
欲のある方等　

●定　　員：各回30名程度
●受 講 料：無料
●申込締切：各回先着順
●保育締切　①６/30（金）④10/13（金）
●申 込 先：‌�栃木県男女共同参画推進員の方はお住まいの市町男

女共同参画担当窓口、それ以外の方は当センターまで
お問合わせください。

※①〜④は１講座のみの受講ができます。

男女共同参画地域活動推進講座

　女性（わたし）の想いをカタチにしよう！

●開催日
　① ７/８（土）　② ７/29（土）　③ ８/25（金）〜８/26（土）
　④ ９/２（土）　⑤ ９/16（土）　⑥10/28（土）

●時　　間：�①②④⑤10：00〜15：00
　　　　　　③県外研修　⑥10：00〜16：00
●対　　象：�審議会や自治会等の社会的な場に参画

する意欲のある女性、自ら一歩を踏み
出したいと考えている女性

●定　　員：20名（選考あり）
●受 講 料：無料
●募集期間：４/５（水）〜６/２（金）保育申込も同日締切
●申 込 先：‌�お住まいの市町男女共同参画担当窓口・当センター
　　　　　　‌�詳しくは、当センターまでお問合わせください。

とちぎウーマン応援塾（全６回）　同じ悩みを持つ人に“会いたい”“聞きたい”“話したい”
という方たちの集まりです。

●開催日・テーマ
　① ４/15（土）　不妊に悩む女性
　② ５/20（土）　流産に悩む女性
　③ ６/15（木）　二人目以降の不妊に悩む女性
　④ ７/ ８（土）　治療をやめた女性とやめようか悩んでいる女性
　⑤ ８/27（日）　一人目不妊に悩むカップル

　　　　進行：不妊専門相談センター相談員

●時　　間：①②④⑤は13：30〜15：30
　　　　　　③は10：00〜12：00
●対　　象：�不妊・流産に関連した悩みを持つ女性
●定　　員：１０名程度
●受 講 料：無料
●申込締切：各開催日前日
※‌�お申込みは栃木県不妊専門相談センター（028-665-8099）まで

お願いします。

不妊専門相談センター「おしゃべりサロン」

　知りたい！私たちのこれから。
　考えたい！私たちにできること。

●開催日・テーマ・講師
　①５/27（土）
　　すべての人が共に活躍する社会へ
　　　〜日本とフランスの比較から学ぶ多様なライフスタイル〜
　　上智大学外国語学部フランス語学科名誉教授　ジョリヴェ　ミュリエル

　②６/10（土）
　　講談で学ぶ女性活躍の歴史
　　　〜あなたの未来を広げるために〜
　　講談師　宝井　琴桜

　③７/22（土）
　　新しい家族のカタチ
　　　〜主夫芸人が語る“シュフ業”のこと〜
　　主夫芸人　中村　シュフ

●時　　間：各回　13：30〜15：30
●対　　象：どなたでも
●定　　員：各回100名
●受 講 料：無料
●申込締切：各回先着順
●保育締切：①５/12（金）②５/26（金）③７/７（金）
※１講座だけの受講もできます。

男女共同参画セミナー
県民講座

４月５日（水）9：00〜　受付中

お申込み・お問合わせは…
電話・FAX・ホームページ、または直接ご来館にて。
ホームページ　http://www.parti.jp/

P14
の講座

県とちぎ男女共同参画センター
TEL 028-665-8323
FAX 028-665-8325

P15
の講座

（公財）とちぎ男女共同参画財団
TEL 028-665-7706
FAX 028-665-7722

I'm 社会をカエルちゃん

サボテン
（情熱・秘めた熱意）
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再就職に向けたスキルアップを応援します！パソコン講座
※各講座とも定員20名　　※教材費別途　　※研修環境　Windows7、Office2010

開 催 日
内 容
時 間
対 象
受 講 料
申 込 締 切

エクセル・ワード基礎編（全 6回）
6／21（水）～23（金）、28（水）～30（金）

エクセルでは簡単な表作成やSUM関数など、ワードでは文書作成
10：00～12：00

マウス操作と文字入力が可能な方
7,000円

5／23（火）

エクセル初級編（全 5回）
10/12（木）、17（火）、19（木）、24（火）、26（木）

基本操作の復習、COUNTA、RANK関数などデータベース機能の学習
10：00～12：00

基礎編修了者、または関数を用いた四則演算、表作成ができる方
6,000円

9／13 （水）

　イライラしたり、どなってしまったり…ひとりで子育てがんばり
すぎていませんか？子育てストレスを軽くし、楽な気持ちで子育てに向かう方
法を一緒に考えましょう。
●開催日・内容・講師
　①７/ ６（木）　②７/13（木）　③７/20（木）
　１．長期的なゴール(大人になったとき、こうあってほしい)を考える
　２．温かさ(支え)と枠組み(情報やガイド)を与える(なぜダメのか、どうすればいいのか説明する)
　３．発育段階に応じた子どもの気持ちを理解する
　４．課題解決型の手法を取る(今日の課題は今日解決)

ママリングス代表　看護師　子育て相談員　落合　香代子

●時　　間：10：00〜12：00
●対　　象：未就学児の母親、父親、祖父母、子育て支援者
●定　　員：30名　　●受講料：3,000円
●申込締切：６/９（金）

　ＤＶやパワハラ、セクハラなどの経験によるこころの傷つきについ
て考え学んでいく講座です。

●開催日・内容・講師 ※⑦〜⑫は後期実施
①５/25（木）　DV･トラウマを理解する
②６/ ８（木）　「世間の枠」と私らしさ
③６/29（木）　身体的暴力・性暴力
④７/27（木）　精神的暴力・モラルハラスメント
⑤８/24（木）　トラウマに対応するツール
⑥９/28（木）　傷つきによる喪失とグリーフ

認定ＮＰＯ法人ウイメンズハウスとちぎ　カウンセラー　藤平　裕子

●時　　間：10：00〜12：00　
●対　　象：‌ 女性（暴力経験の有無を問いません。当事者の家族や支援者の女性もどうぞ）
●定　　員：15名　　　　●受 講 料：各回500円
●申込締切：各回先着順　●保育申込締切：各回３週間前まで
※途中回からの参加、１回のみの参加も可能です。

　親や親族との関係、子どもとのコミュニケーション、パートナーと
のつながり･･･。家族関係がぎくしゃくするとき、相手は変えられなくても、
自分からできることがいろいろあります。変化するためには信頼と希望が必
要です。セルフケアから新しい道を見出しましょう。

●開催日・テーマ・内容（座学とワークショップ）・講師
　①９/８（金）　家族の中のMaking Peace
　キレない、タメない、コモらない　家族ケア講座
　〜女性と子ども問題の視点から
　１．私の専門家になろう　　　　　２．こころと家族の手あて
　３．家族で身に付ける役割　　　　４．問題の対処と選択
　５．心地よいコミュニケーション　６．これからの家族関係

　②９/９（土）　私の中のMaking Peace
　オレない、ヘタらない、ツブれない　こころの手あて講座
　１．こころを手あてしよう　　２．私とあなたの境界線
　３．心の冷え性対策　　　　　４．わたしの味方（アライ）を探そう！
　５．内なる子どもを育てる　　６．世界に一つのケアマネージメント

　NPO法人TEENSPOST代表　思春期・家族カウンセラー　八卷　香織

●時　　間：10：00〜16：00
●対　　象：‌�20歳以上、どなたでも（ご家族や親しい方同士での参加はご遠慮ください）
●定　　員：20名　　　●受 講 料：2,000円（別途教材費　1,300円＜税別＞）
●申込締切：８/８（火）

　仕事も子育ても充実させたいパパを応援！　パートナーと一緒
に、産後ケアや働き方、子育てについて考えます。

●開催日・テーマ・講師
　①７/ １（土）
　　夫婦で学ぶ産後ケア〜産後クライシスを乗りきろう！
　　産後エクササイズ体験、産後クライシスとは　など
　　NPO法人マドレボニ—タ認定　産後セルフケアインストラクター　吉田　紫磨子

　②７/15（土）
　　「夫婦で考える『生きる力』を育む子育て」
　　‌夫婦で子育てのビジョンの明確化、夫婦間コミュニケーション、生きる力を育む子育てとは　など
　　ロジカル・ペアレンティングLLP代表　林田　香織

　③７/29（土）
　　パパの働き方革命〜ワークライフマネジメント実践講座
　　‌�「育キャリ」という新しい働き方、ワークライフマネジメント、家事・育児シェアの秘訣　など
　　東レ経営研究所　ダイバーシティ＆ワークライフバランス推進部　上席シニアコンサルタント　塚越　学

●時　　間：13：00〜15：30
●対　　象：未就学児のいるカップル、出産を予定・希望しているカップル
●定　　員：30名（１５組）
●受 講 料：無料　　　●申込締切：６/ １（木）

　女性、子どもの力でいざという時に自分を護る−危険な場面を回避
する方法や、現場からとにかく逃げて助けを求める方法を学びます。
●開催日・内容・講師
７/22（土）　
　①講義　護“心”術（暴力に気付づく、避ける/自分を大切にするには）
　②�実技　護身術（行動を起こす/体の中の急所、防御の方法、手首をつかまれた時のはずし方など）
　リアライズYOKOHAMA代表　橋本　明子

　子育てには、母の心と身体の健康が必要です！
●開催日・内容・講師　
　【６月コース】　①６/15（木）　②６/22（木）
　【９月コース】　①９/ ７（木）　②９/14（木）
　バランスボールを使った有酸素運動、コミュニケーションスキル、日常でできる具体
的なセルフケアを学びます。
　NPO法人マドレボニータ認定　産後セルフケアインストラクター　佐藤　直子

●時　　間：10：00〜12：00
●対　　象：産後２カ月以降（産後は何年まででもＯＫ）の女性
　　　　　　生後６カ月未満の赤ちゃんは同伴で参加可能
●定　　員：14名　※定員を超えた場合は抽選　●受 講 料：2,000円
●申込締切：６月コース　５/16（火）　９月コース　８/８（火）

ポジティブ・ディシプリン講座
〜がんばりすぎない前向きな子育て（全３回）

女性のための　こころのケア講座（全12回）

家族ケア講座
〜私からはじめる こころの手あて（全２日）

イクメン応援講座（全３回）

女性と子どものための護身術　〜W
ウェン

EN−D
ドー

O〜
親子クラス(午前)　女性クラス(午後)

女性のためのファイナンシャル・プランニング
技能検定３級　試験準備講座（全14回）

マドレボニータの「産後の心と体のセルフケア」
６月コース（全2回）　９月コース（全2回）

※‌�上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している「講座案内（A3サイズ）」や各講座チラシでご確認くだ
さい。（ホームページでもご覧になれます）

　FP３級取得を目指す実践的講座です。保険や税、年金の仕組み、
資産運用について知りたい方も。
●開催日・講師　　栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合
　①５/26（金）　　②６/ ２（金）　　③６/ ９（金）　　④６/16（金）　　⑤６/23（金）
　⑥６/30（金）　　⑦７/ ７（金）　　⑧７/14（金）　　⑨７/21（金）　　⑩７/28（金）　
　⑪８/ ４（金）　　⑫８/25（金）　　⑬８/30（水）　　⑭９/ １（金）

●時　　間：10：00〜12：00　　●対　　象：女性　　●定　　員：30名
●受 講 料：14,000円（別途教材費5,000円程度）
●申込締切：５/10（水）※保育締切同日
※試験日は９/10（日）です。受検希望の方は、別途受検料6,000円が必要です。
　受検申込みについては、６月頃講座の中でご案内する予定です。

時　　間

対　　象

定　　員

申込締切
受 講 料

親子クラス
10：00～12：00

小学校１年生～３年生の児童と女性の保護者

10組（20名）
小学生500円　大人1,000円

６/22（木）　※保育締切同日

女性クラス
13：30～15：30

小学校４年生以上の女性
（小学生は女性の保護者と一緒にご参加ください）

20名
1,000円（小・中・高校生は500円）
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開 館 時 間／9：00〜21：00（日曜日は17：00まで）
休 　 館 　 日／毎週月曜日
	 国民の祝日
	 12月29日〜1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください。（有料）
利用お申込み／窓口受付時間9：00〜17：00
	 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
	 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください
編 集 ・ 発 行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
	 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
　　　　　　　※おかけ間違いのないよう、お願いします。
U 　 R 　 L／http://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

「平成29年度チャレンジショップ」
５月にオープン！

栃木県女性団体連絡協議会
設立30周年記念式典・交流会

女性の就職を支援しています！

男女共同参画社会を考える
“とちぎ県民のつどい”

　女性のための就職相談窓口では、仕事選びから応募書類
の作成・面接対応まで、仕事についての悩みを相談員がサ
ポートします。悩んだら一人で抱え込まずに、まず、お電
話ください。

■お問合せ：　　電話相談・面接相談
　毎週水曜日　 ９時～12時
　　　　　　　13時～16時
 　☎028－665－8724
 
　〈面接相談は要電話予約〉
　　予約専用

　 　　　　　　　 　　　☎028－665－8323
 　 　　　　　　　 　　火曜日～土曜日 ９時～16時
                  
   　　※　祝休日、年末年始はお休みです。

●開催日時：平成29年6月24日（土）
　　　　　10：00〜12：00　活動団体の発表
　　　　　13：00〜13：20　式典　 
　　　　　13：30〜15：00　江川紹子さん講演会
　　　　　　　　　　　　　　「文化を変える、ということ」
●会　場：パルティ とちぎ男女共同参画センター　ホール
●お申込み：栃木県女性団体連絡協議会　事務局
　　　　　TEL･FAX　028−665−7710
　　　　　（電話対応は火・木10：00〜
　　　　　　16：00）
　　　　　栃木県人権・青少年男女参画課
　　　　　TEL　028−623−3074
　　　　　（‌�土日祝除く、8：30〜17：15）

　江川　紹子さん
（ジャーナリスト）

　とちぎ男女共同参画センターでは、「自分のアイディア
を活かした商品を販売してみたい」など、夢を持って起
業を目指す女性を支援するため、今年度に引き続き平成
29年５月からチャレンジショップをオープンします。
　商品等の販売やカフェ・レストランなどの出店を予定
しておりますので、パルティにご来館の際は、ぜひお立
ち寄りください。

●開催日時：平成29年4月21日（金）
　　　　　　13：00〜13：20　式典　
　　　　　　13：30〜14：20　トークショー
　　　　　　14：20〜15：00　交流会（参加者）
●主　　催：栃木県女性団体連絡協議会　
●会　　場：パルティ とちぎ男女共同参画センター　ホール

●内　　容：�栃木県女性団体連絡協議会は1988年に設
立以来、女性の地位向上から男女共同参画
へと先輩女性たちの活動を引き継ぎ現在に
至っています。この間、とちぎ男女共同参
画センター設立の原動力となり、また、県
委託事業の開催や女性団体活動促進事業な
どを毎年行っています。

●対　象　者：どなたでも　　●参　加　費：無料
●お問合せ：栃木県女性団体連絡協議会　事務局
　　　　　　TEL･FAX　028−665−7710
　　　　　 （電話対応は火・木10：00〜16：00）

今年度は、６組の皆様が
特色あるお店を出店し、
多くのお客様がお越しに
なりました。

▲平成 28 年度 チャレンジショップ
　「MARUTA　cafe」

女性の相談員が
相談をお受けします。


